
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

１１月 図書館カレンダー 
日 

Sun 
月 

Mon 
火
Tue 

水 
Wed 

木
Thu 

金 
Fri 

土 
Sat 

      １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ 11 12 13 14 15 

16 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30       
 ◇開館時間 

火～金は午前９時半～午後７時まで 

土・日・祝日は午前９時半～午後５時まで 

◇休館日 

月 曜 日 １０日・１７日 

館内整理休館日 ２８日（金） 

※祝日（１１／３文化の日、２３勤労感謝の日、２４振替

休日は開館いたします） 

 

月 曜 日 １日・８日・１５日・２２日 

館内整理休館日 ２６日（金） 

年 末 休 館 日 ２９～３１日（年始１／３まで休館） 

 

 

市立小樽図書館  

〒047-0024 小樽市花園 5-1-1 

TEL（0134）22-7726／FAX（0134）34-0733 

https://www.otaru-lib.jp/ 

 

 

 月 

月 

１２月 

日 月 火 水 木 金 土 

 ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ９ １０ １１ １２ １３ 

１４ １６ １７ １８ １９ ２０ 

２１ ２３ ２４ ２５ ２７ 

２８    

 

休館日■黒い枠 

 
１０月１５日現在 

図書館だよりのタイトルは小樽市の木シラ
カンバ（シラカバ）にちなんで命名。 

図書館だより 

しらかば 
 

Nov. 
第４６０号 

11 

２ 

令和７年 

小樽図書館 検索 

行事などの最新情報はこちらをチェック！ 

 

Facebook 

 

Instagram 

Facebook 

 

YouTube 

Instagram 

 

ホームページ 

祝日開館 

 

12 

11 

祝日開館 

 

祝日開館 

 

 

https://www.otaru-lib.jp/
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予約ベスト５      （ ）の人数はＲ７．１０．１５現在の予約人数です。 

今月のおすすめ本  

書名の前の数字は分類番号です。 

 

もう終わりに近づいてきた。あと一歩のところまで来ている。令和７年も終わるのだ。焦る気持ちを抑え

てゆっくりしたい今日この頃。暑かった夏を振り返ると思い出されるのは畑で収穫できた野菜たち。暑さ

のせいかゴーヤーはたくさんできた。そしてエゴマの葉。効能は確か物忘れに良かった気がする。しょう

ゆ漬けにした葉は焼き肉にぴったりだった。新たな発見は納豆に巻いて食べる方法。これが結構いい味な

のだった。納豆はあまり好きではないという家族も食べていた。自称体調不良娘
．
が今年の暑い夏を乗り切

れたのは保冷剤と扇風機と「食」のおかげかも知れない。しかしこの歳
．．．

になると、乗り切らなくてはなら

ないのは暑い夏だけではない。過ごしやすい秋も買い物が大変だ。ちょっと買うと食料品の重さで肩も手

も痛い。これからやってくる大雪の冬も大変だ。セーターは洗濯が面倒だ。出来るだけ薄めの服を数枚、

重ね着する方が洗濯するには良さそうだ。使い捨てカイロに湯たんぽに腹巻きも常備しなくてはいけな

い。雪かき用の服も複数枚用意しなくてはならない。車庫に放り込んだままの雪かき道具もチェックだ。

夏の暑さにプラスチックも負けているかも知れない。雪かきのためには体力チェックが重要なポイント。

これからは鍋三昧。パウチで販売されている鍋の素
．．．

は結構高い。そして重い。体力がつきそうな鍋はなん

だろう？野菜も肉も鍋の素も安くなることを願う日々だ。陶板焼き用の道具もチェックしなくては！あれ

これ考える頭の中は忙しい。そういう時には免疫力を上げることが良いと聞いた。その方法の中に「ダラ

ダラする」というのがあった。これだ！これならすぐ実践できる！！ 

「やっほー・・・」の巻 

 

◎架 空 犯  （東 野  圭 吾）      （57人） 

◎カ フ ネ  （阿 部  暁 子）       （56人） 

◎マ ス カ レ ー ド ・ ラ イ フ  （東 野  圭 吾）     （52人） 

◎月 収  （原田  ひ香）      （42人） 

◎禁 忌 の 子  （山口  未桜）       （32人） 

 

 

 

 

 

９３０．２「思ひ出の記」 

 小泉 節子 著 

『怪談』『稲むらの火』などの作品で、日本の文化や災害時に 

おける「犠牲者精神」といった国民性を国内外に広めた小泉 八雲。 

その妻節子（セツ）による、夫八雲と過ごした日々を綴った回想録です。

ギリシャ人と日本人、年齢差１８歳でありながら、家族の事業失敗による

貧困や一度の結婚が共通する二人のやりとりは慈愛に満ち、繊細すぎて 

 時に極端な八雲の言動に翻弄されつつも、主人を敬いそっと支える 

  節子の姿には、大政奉還直後の生まれとはいえ、武士の娘として 

の矜持を感じます。家族にまつわる短編や家系図も収録 

    されていて、朝ドラの予復習本に最適です。 

           （Ｋ・Ｈ） 

４９８．３「図解眠れなくなるほど面白い免疫力の話」石原 新菜 監 



３ 

 

  

  

 

随 筆 

小説類 

「あやかしたち」   畠中 恵 著 
雪女のお雪が長崎屋の離れに出
現したと思ったら、日の本中の
妖も集まっちゃった！長崎屋の
離れを賭けた大勝負が勃発し、
若だんなの身体にも異変が…。
「しゃばけ」シリーズ第２４弾。 

「いまだ悪戦苦闘中」 垣谷 美雨 著 
札幌での暮らしから学んだもの、オー
バーツーリズム、自分を励ます呪文。
日々の生活で感じる不安や疑問や苛
立ちを、ベストセラー作家が飾らぬ言
葉で綴るエッセイ。 

「南洋標本館」              葉山 博子 著 
大正１１年、日本統治下の台湾。陳と生田は
ともに植物学者を志していた。だが、養父母
の期待を背負った陳は東京帝大医学部へ入
学。生田が採集旅行に出かける一方、陳は陸
軍軍属の技師としてニューギニア探検へと向
かう…。 

９２９．１「工房の季節」 

ヨン・ソミン 著 

放送作家の仕事を辞め失意の底に

いたジョンミンは、ある日、カフ

ェと間違えて入ったのをきっかけ

に陶芸教室に通い始める。 

 

９３３.７「不揃いな家族」アン・パチェット 著 
幼いフラニーの洗礼式で彼女の母と検事が恋に
落ち、２人の母、２人の父、６人の子どもたち
は１つの家族になった。血のつながりも、同じ
屋根の下での生活もない。それでも６人の子ど
もたちは、奇妙な連帯感を育んでいった。 

「佐伯警部の推理」      佐々木 譲 著 
昇任試験に合格し、函館方面本部捜査課
に警部として着任した佐伯。２週間後、
青函フェリー・ターミナルの北側、工業
団地の岸壁から変死体が上がり…。 

「罪と罪」                 堂場 瞬一 著 
辿り着く先は、後悔か解放か。通り魔、資
金洗浄、特高の罪、迷惑運転、毒親、掏摸、
選挙違反…。１２の「隣人の罪」を描いた。 

書名の前の数字は分類番号です。 その他 

「戦ぎらいの無敗大名」     森山 光太郎 著 
戦国筑後の盟主・柳川の蒲池家。嫡男の鎮漣は
その気弱な性質から姫若と揶揄されて育った。
日本史上ほぼ無名な男の、温和で戦国武将らし
からずとも己の道を貫いた波瀾の生涯。 

「神さまショッピング」 

角田 光代 著 
夫にも内緒でスリランカへ向かっ
た美津紀。善き願いも悪しき願い
も叶えてくれる神さまに祈るの
は、誰にも言えないあのことで…。
今の時代の神さまを描く。 

「蜻蛉の夏」              垣根 涼介 著 
織田信長が天下統一へ向け着々と歩みを進
めていた元亀元年、「止観の道士」たちの運
命が交差する。修行の末に彼らが得た止観
の力は、織田家との戦いに大きな影響を与
え…。 

「満月が欠けている」               穂村 弘 著 
子ども時代から目が弱かった著者が、持病である
緑内障とその周辺を語ったライフストーリー。著
者による「瞳を巡る短歌」の解説や、主治医との
対談、長年の友人である精神科医と病気、生と死
について語り合った対談を収録する。 

「中谷クンの面影」      中野 慶 著 
孫の世話に明け暮れているある日、幼なじ
みの中谷クンがボリビアに移住したとい
うニュースが届いた。中谷クンが書いたと
いう児童書を、２４年経って初めて読み
…。ユーモアあふれる視点で被爆体験の継
承を見つめる奇跡の物語。 

「池袋ＮＯ ＮＡＭＥ」      石田 衣良 著 
闇バイトに嵌められたＧボーイズが逮捕さ
れ、タカシは復讐戦を宣言。トクリュウに
潜入したマコトが、名前のない強盗団リー
ダーを追う…。池袋ウエストゲートパーク 
シリーズの２１作目。 
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書名の前の数字は分類番号です。 

 

  

 
    

 

  

    

 
 
 
１８８．８「あらゆる悩みが消えていく凛と
生きるための禅メンタル」  枡野 俊明 著
マウント攻撃も、心ない一言も、反応しない、
気にしない。そして絶対、人と比べない。読
むだけで心が磨かれる禅のことば４８語を
ベースに、「自分の人生の主人公」として生
きるために大切なことを伝える。 
 
２８９．１「わたくし９６歳＃戦争反対」 

             森田 富美子 著
７９歳で長崎から東京に家出した 
「わたくし９６歳」こと「ハハ」 
が、７５年間封印してきた原爆の 
体験を語り始め、「伝え続ける」 
と９０歳で決めた。被爆体験をＸ 
で自ら発信する「わたくし」から 
の「戦争反対」のメッセージ。 

 

 
３３６．１「ＡＩを使って考えるための全技
術」             石井

い し い

 力
り き

重
え

 著 
分析、発想、発展、具体化、検証、予測…。

あらゆる問題解決やアイデア発想に役立つ、
ＡＩを使って能力以上の答えを出す新時代
の思考スキルを解説。全技法のプロンプトを
まとめた購入者特典のテキストデータのＱ
Ｒコード付き。 
 
４５１．０「空ときどきクリオネ」 
              國本 未華 著

クリオネの魅力、海洋酸性化の問
題、気候変動に揺さぶられる動物
たちの危機…。クリオネマニアの
お天気キャスターが独自の目線

で、未来に繫げたいメッセージを
綴る。写真も多数掲載。 

 
４９８．５「残念な食卓」   岩村 暢子 著
白いご飯は味がないので苦手、煮物は給食で
初めて食べた…。２０年に及ぶ食卓調査が明
らかにする日本人の変化とは？個人の好み
や都合を過剰なまでに尊重する“新しい家
族”の姿を浮き彫りにする。新井紀子氏との
対談も収録。 
 
 
 

新着一般書 

 

 

 
５９４．８「はじめてのクラフト盆栽」 

日本クラフト盆栽作家協会 著
針金と紙でできているのに、まる 
で本物のようなクラフト盆栽。枯 
れる心配がなく、日々の手入れも 
不要。短時間で完成し、どんな樹 
形も思いのまま。そんなクラフト 
盆栽の作り方、飾り方を紹介する。 
         

６５４．４「森を焼く人」 Ｍ．Ｒ．オコナー 著  
なぜ山火事は巨大化したのか。 
その原因は、気候変動だけではな
かった。気鋭のジャーナリストが、

破滅的災害の最前線に自ら飛び込
み、先住民や森林火災消防士、研
究者らとともに忘れられた「森と
火と人」の関係を解き明かす。 

 

６７３．９「家の売り方大全」  谷崎 真吾 著 

不動産売却を成功させる秘訣は、売主と不動産

会社が良好な関係を築くこと。売主も早く高く

売るための知識を身につけることが大切です。

不動産売却に関する基本から売却時の裏技ま

での１００の知識をわかりやすく解説します。 

 

７５１「茶の湯で使える手びねり茶碗のつくり

方」             檜垣
ひ が き

 青子
せ い し

 著            

自分だけの茶の湯の「茶碗」を 

つくってみませんか？楽焼窯元 

桂窯の指導のもと、初心者にも 

つくれる「手びねり」茶碗の作 

り方をわかりやすく解説。基礎 

編で３種類のつくり方、応用編 

で代表的な８種類のつくり方を 

紹介。 

 

９１０．２「戦後文学案内」   黒古 一夫 著

文学は時代を映す鏡として、常にわれわれのそ

ばにあった…。５０年にわたる近現代文学研究

者・批評家としての経験を基に選んだ戦後文学

作品を紹介する。芥川賞・直木賞受賞作一覧、

戦後文学略年表付き。 



５ 

 

｢たるばと クラブ ｣ 
たるばとクラブは、おはなし会や工作、アニメの上映な 
ど、図書館に来るのがもっと楽しくなる時間です。 
日 時】いずれも土曜日  午後 2時～3時 

①１１月８日 ②１１月１５日 
③１２月６日 ④１２月２０日 

【場 所】①③図書館１階 児童室えほんコーナー 
     ②④図書館２館 視聴覚室 
【対 象】どなたでも 【申込み】不要 
【内 容】①③「たるＢＯＯＫのかみしばい」 

    「たる BOOK」の皆さんによる紙芝居と工作。 
協力：たる BOOKの皆さん 
②「秋のおはなし会」 
秋をテーマにしたおはなし会と工作など。 
④「たるばとクリスマス」 
クリスマスにちなんだおはなし会や工作など。 

 
 
 
｢乳幼児向けおはなし会  たるぴよタイム ｣ 
絵本の読み聞かせや手遊びなどのおはなし会です。 
【日 時】いずれも金曜日 午前 1１時～11時半 

１１月７日、１４日、２１日 
１２月５日、１２日、１９日 

【場 所】図書館１階 児童室えほんコーナー 
【対 象】乳幼児とその保護者 【申込み】不要 
 
｢人形劇の会｣ 
｢おたる子ども劇場ぐぅちょきぱぁ｣の皆さんによる人形劇。 
【日 時】１１月３日（祝・月） 午後２時～３時 
【場 所】図書館２階 視聴覚室 
【対 象】どなたでも 【申込み】不要 
 
  ｢ぐぅちょき ぱぁのおはなし会 ｣ 
｢おたる子ども劇場ぐぅちょきぱぁ｣の皆さんによる絵 
本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおはなし会です。 
【日 時】１２月１０日（水） 

午後３時半～４時 
【場 所】図書館１階 児童室えほんコーナー 
【対 象】どなたでも 【申込み】不要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童資料 

郷土資料 

書名の前の数字は分類番号です。 

Ｈ４８８．２「北海道の鳥」      大橋 弘一 著 

北海道で観察できる全２７２種の鳥の形態的特

徴を写真とイラストで紹介。初心者からベテラン

まで使える野鳥ガイドブック。生態、識別方法等

を詳しく解説し、見られる時期や道内分布はひと

目でわかる図で示す。 

Ｈ６６４．９「鯨と生きる 北海道編」  

西野 嘉憲 著 

北海道の沿岸で操業する捕鯨船に乗船した写真家

が、漁業としておこなわれている捕鯨の現場を写真

と文で詳細に紹介。基地式捕鯨によるミンククジラ

などの捕獲の様子を収録する。 

Ｈ５１８．８「北海道・恵庭奇跡のまちづくり」 

              内倉 真裕美 著 

住民たちの心を結びつけた花、市民活動を原動力

とした“まちづくり”、それに手を差し伸べた行

政。北海道・恵庭の見渡す限りの原野を、美しい

花のまちに変えた内倉真裕美の軌跡と、彼女が巻

き起こした奇跡を振り返る。 

「ジョナサンいいかげんにして！」 
           ウィリアム・コール 著
いたずらが大好きで、やんちゃなジョナサン。
あきれはてたパパとママは、医師のキャロザー
先生に相談にいくことに。すると先生の診断は
…？等身大の子どもの姿を描いた絵本。 
 

「Ｇａｒｄｅｎ」        森越 智子 著
父さんは、伝えたかったはずだ。８月９日、長
崎で起きたことを。被爆地で生き抜いてきた父
の思いと、隠し続けられたぼくの名前の秘密。
やがて解き明かされる真実にたどり着いたとき
ぼくは…。 
 
 

「出版という仕事」       三島 邦弘 著
編集であれ、営業であれ「おもしろい」を日々
扱う。出版とはそういう仕事。著者と読者をつ
なぎ続けて四半世紀。「一冊入魂」の出版社代
表が、「仕事としての出版」の現実とこれから
を語る。 
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おたる図書館シネマ座（映画鑑賞） 

 

 
 

「黄色いリボン」 

１１月９日（日）午後 1時半～３時半 

図書館２階 視聴覚室 

１９４９年アメリカ制作。ジョン・フォード監

督。ジョーン・ドルー出演。 

ジョン・フォード監督とジョン・ウェインが組む

“騎兵隊西部劇”3部作の第 2作。砦の指揮官の

姪が軍帽につけた黄色いリボンは、隊員の誰かを

愛しているしるし。老大尉は、任務最後の数時間

をインディアン襲撃に賭ける。（字幕） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

催し 展示 

【日 時】１１月１日（土）～１１月１８日（火） 

【内 容】小樽の代表的な産業である硝子に関係

した図書の展示・貸出し 

【場 所】図書館１階 エントランス 

 

【日 時】１１月１日（土）～１１月１５日（土） 

【内 容】大正時代の小樽と日本について関連す

る資料の展示 

【場 所】図書館１階 エントランス 

ミュージックプロムナード（音楽鑑賞） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

行事予定  １１月 

「硝子・ガラス・ｇｌａｓｓ」（資料展示） 

 

（資料展示） 

 

 

 

【日 時】１１月２３日（祝・日） 

午後 1時半～２時半 

【内 容】「羊を巡る歌」 

【対 象】どなたでも 

【場 所】図書館２階 視聴覚室 

 

 

 

「凍結路面にご注意！ 

－冬の交通安全運動－」（資料展示） 

読書週間記念ミニ資料展示 

「２つの寄贈図書は見ていた… 

大正時代の小樽と日本」（資料展示） 

【日 時】１１月１３日（木）～１１月２２日（土） 

【内 容】交通に関する図書を展示・貸出し 

【場 所】図書館１階 カウンター前 

【協 力】小樽市生活環境部 生活安全課 

 

 

 

【日 時】１１月１６日（日）午後２時～３時１５分 

【講 師】加地 德子（かじ のりこ）氏 

【内 容】簡単な手彫りでイニシャルを入れた世界にひとつだけのグラスを作ってみませんか。

初心者の方でも、先生が丁寧に教えてくださるので、安心してご参加ください。 

【材料費】１３００円 

【持ち物】油性マジック（細） 

グラスを包めるサイズのタオル 

【対 象】中学生以上 

【定 員】１２名（先着） 

【場 所】図書館２階 視聴覚室 

【申込み】１１月１日（土）から１４日（金）の午後３時 

までに図書館へ 

 

 

「手彫りガラス体験ワークショップ」 

（資料展示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


